
ファミサポの支援としてお子さんをお預かりする場合、原則として支援会員・依頼会

員の自宅での保育をお願いしていますが、地域の施設で利用できる場所もあります。 

今回は鎌倉市の「子育て支援センター」と「放課後かまくらっ子」をご紹介します。 
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ファミサポの支援 ここでもできます 

“放課後かまくらっ子”とは… 

 

子どもの家（学童保育）と放課後子どもひろば（アフ

タースクール）を一体的に実施する小学生の居場所の総

称です。小学生が学校にいる時間帯は、小さなお子さん

と保護者の方々が遊び場として利用できます。 

“子育て支援センター”とは… 

 

お子さん（主に 0～3歳の乳幼児）と一緒に、お母さん

お父さんが、自由にくつろげるフリースペースです。子

育てアドバイザーが常駐しており、子育てについての相

談ができます。また、子育てに関するイベントや講座も

行っています。 

子育て支援センター 放課後かまくらっ子 

放課後かまくらっ子 おなり 

市内 16 か所のどの施設でもご利用できます。各小学

校の敷地内・隣接または徒歩圏内にあります。 

利用時間に限りがありますので、ご注意ください。 

詳しい利用案内は次頁で！ 

鎌倉子育て支援センター 

 市内に 4 か所あります。保育園や他の子育て支援に関

する情報の掲示も多く、保護者の皆さんの強い味方です。 

  

 
おもちゃも 

絵本もいっぱい

あるよ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用時間：平日  10：00～13：00 

     土曜日 10：00～17：00（4～9月） 

         10：00～16：30（10～3月） 

＊12：00～13：00 は食事ができます。レジャーシートをお持ちください。 

休所日 ：日曜・祝日・年末年始・小学校の長期休み中は利用できません。 

     （ただし土曜日のみ利用できます。） 

＊イベントなどで利用できないことがありますので、各施設にお問い合わせください。 

 

放課後かまくらっ子の 

乳幼児利用について 

（市のHP） 

 

子育て支援センター 

放課後かまくらっ子 

大船地域 

やまさき 

おおふな 

おさか 

いまいずみ 

玉縄地域 

たまなわ 

うえき 

せきや 

 

深沢地域 

ふかさわ 

ふじづか 

腰越地域 

しちりがはま 

こしごえ 

にしかまくら 

鎌倉地域 

にかいどう 

だいいち 

おなり 

いなむらがさき 

玉縄子育て 
支援センター 

鎌倉子育て 
支援センター 

深沢子育て 
支援センター 

大船子育て 
支援センター 

利用時間 

休館日 

AM 9：30～11：30 

PM 13：00～15：00 

月～金 

第１土曜日 

月～金 

第 2土曜日 

月～金 

第 3土曜日 月～金 

 

＊利用時間は今後変更になる可能性があります 

 土・日・祝日 

第４月曜の午後 

土・日・祝日 

第４月曜の午後 

土・日・祝日 

第４月曜の午後 

土・日・祝日 

月に１回午後休館 

＊イベント開催や、赤ちゃんのみの利用日などがあります。各センターHPやお問い合わせにて、利用の可否を
ご確認ください。 

支援センターに着いたら… 

＊お子さんの名前・支援会員さんの名前を記入します。センターによってはお子さんの生年月日も記入します。 

＊飲食はできません。（水分補給はご自由におとりください。） 

＊支援センターの職員は、ファミサポの支援のお手伝いはできません。 

＊支援会員自身のお子さんを連れての支援は控えてください。 

おねがい 

施設には他にも小さいお子さんが利用しています。 

お子さん・付き添いの方に体調不良・風邪の症状がある場合は、 

回復してからご利用ください。皆様のご協力をお願いいたします。 

AM 10：00～12：00   PM 13：30～15：30 

ファミサポで利用

する時は、支援会員

の会員証をお持ち

ください 



 

 

  

 産後支援講習会 

～ママと赤ちゃんに寄り添って～ 

令和 5年 10 月 21 日(土) 

たまなわ交流センター 

 

市民健康課の保健師のお二人に鎌倉市の出生数、 

最近の育児事情、出産後のママの精神的身体的変化、 

コロナの影響についてお話をしていただきました。 

産後のサポート不足や外出が制限されたことで、

他の親子と接する機会が減り、育児への不安が強ま

っているように感じるとのことでした。パパ同士の

繋がりや悩みを言える場が少ないことも課題とのこ

とでした。 

沐浴の実習では、子育て世代の参加者の方もシャ

ワーでの泡沐浴に驚いていました。 

講習を通じ、誰かのお役に立てると嬉しいという 

支援会員さんの心強いお言葉を頂きました。 

 
乳幼児救命講習会  

令和 5年 11 月 17 日(金) 

鎌倉児童ホーム 

  

 鎌倉消防署救急隊員の方々に講習をしていただ 

きました。数年ぶりに託児を設けての開催となり、 

支援会員さんのご協力の下、開催することができま 

した。今後も年 1回開催する予定です。支援会員さ 

んのフォローアップ研修として、また、ご家族や周

りの方への手助けの備えとしてご利用ください。 

乳幼児救命講習（普通救命講習３）は

消防署でも年２回開催しています。 

鎌倉市HPや「広報かまくら」をご参

照ください。 

 

 

○○さんちの 

△△ちゃんも 

支援しているのよ。 

支援会員さん 

・お互いの個人情報（電話番号等） 

は消しましょう。 

・事前打ち合わせ表は破棄、 

または本人に返却を！ 

 

・「事前打ち合わせ」は済んでいるけど、 

その後依頼がない。 

・支援が終了した。 

・お相手の会員さんが退会した。 等 

 

こんな時は… 

個人情報に気を付けて 

お互いのプライバシーを守りましょう 

会員研修会報告 

依頼会員さん 

いつもお願いしている 

支援会員さんが良い方 

なので、他のママさん 

にも教えてあげたいな。 

自分がしている他の支

援について、依頼会員

さんや他人に気軽に話

すのは控えましょう。 

本人の許可なく 

他人に話したり、 

紹介するのは 

やめましょう。 

定期的に受講

することが 

大切です。 

日頃から AEDを設置 

している施設やお店を 

確認しておきましょう。 

まずは事故の予防を

考えましょう 



 

 

 

鎌倉市ファミリーサポートセンターは、鎌倉市から委託を受けた 

「NPO法人 ふぁみりぃ」が運営しています。 

《問い合わせ・連絡先》 

鎌倉市ファミリーサポートセンター 

 

〒247-0071 鎌倉市玉縄 1-2-1玉縄青少年会館 1 階 

TEL： 0467-43-5401 ・ 0467-42-7415 

  

※毎月最終月曜日は休館日です 

 
HP 

INFORMATION 
●令和５年度 支援会員登録講習会● 

       ◆第 78 回◆ 

令和 6年 2月 6日(火) 14 日(水) 22 日(木) 29 日(木) 

時 間：9：30～12：20（14 日のみ 14：30 まで） 

場 所：玉縄青少年会館 

内 容：子育て支援に関する各種講義 

託 児：1才以上（コロナの感染状況によって、 

託児が中止になる可能性もあります） 

備 考：受講料無料、お申し込みは電話・メールで。 

1 講義だけでも受講できます。 

講習会１日参加で 200 クルッポさしあげます。 

※前号でお知らせした場所から変更になりました。 

ご注意ください。  

 

 

●令和６年度 支援会員登録講習会●（予定） 

第 79 回 令和 6年 6月 6日(木) 11 日(火) 

19 日(水) 28 日(金) 大船学習センター 

第 80 回 令和 6年 10 月 場所未定 

第 81 回 令和 7年 2月 場所未定 

※詳細が決まり次第、HP でお知らせします。 

●センターからのお願い● 

◎LINE の公式アカウントを登録していますか？ 

センターが主催する研修会、交流会のお知らせや

緊急のお知らせなど、ファミサポからの情報をい

ち早くお届けします。また、チャットで依頼報告

やお問い合わせも出来ますので、是非ご利用くだ

さい。（依頼の際の支援会員、依頼会員双方のご

紹介は今まで通り、お電話にて行います。） 

 

◎見守りカメラなどの設置について 

支援場所に見守りカメラ（ベビーモニターなど）を

設置している場合は、依頼時に必ずセンターにお知

らせください。支援会員にもお伝えし、打合せの際、

設置場所や使用の有無について確認します。 

 

◎登録内容の変更について 

転居や出産、入園・入学など登録内容に変更がある

方はセンターへご連絡ください。 

 

能登半島地震や飛行機事故など胸が苦しくなるよう

な事が続く年の始まりとなってしまいました。 

被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

 

2024 年は甲辰（きのえたつ）の年で、物事を良い方

向に導いてくれる力があるとされているそうです。

子どもたちの笑顔を励みに、子育て支援の一助とな

るよう、アドバイザー一同頑張りたいと 

思います。 

今年もよろしくお願い致します。 LINE QR コード 

お友達や 

ご近所の方に 

ご紹介ください 


